もりで ある。 「人間 失格」 という 題に する つもりで ある。 

あと、 もう 書きた く なくなった。 けれども、 私 は 書 

かなければ ならぬ。 「新潮」 の N さんに は、 これまで も、 

いろいろと 迷惑 をお 掛けして いる。 やぶれ かぶれで、 

こんな 言葉が、 ふいと 浮んだ。 「私に も、 陋巷の 聖母が 

あった ご 

もとより、 痩 音 | 地の 言葉で ある。 地上の、 どんな 女 

性 を 描いて みても、 あの ミケランジェロの 聖母と は、 

あおさぎ 

似ても 似つ かぬ。 青鷺と、 ひきがえる くらいの 差が あ 

る。 たとえば、 私が 荻 窪の 下宿に いたと き、 近くの 支 

那 そばやへ、 よく 行った ものであるが、 或る 晚、 私が 



われな、 野郎に ちがいない。 みじん も 「のろけ」 のつ 

もリ では 無い の だ。 支那 そばやの 女中さん から、 鶏卵 

一 個 を 恵まれた からと て、 それが、 なんの 手柄になる 

ことか。 私 は、 自身の 恥辱 を 告白して いる だけで ある _ 

私 は 自身の 容貌の 可笑し さも 知っている。 小さい 時 か 

ら、 醜い 醜い と言われて 育った。 不親切で、 気が きか 

ない。 それに、 下品に がぶがぶ 大酒 を 呑む。 女に、 好 

かれる 害 は 無い ので ある。 私に は、 それ を また、 少し 

自慢に している ような ところ も 在る ので ある。 私 は、 

女に は 好かれた く は 無い と 思って いる。 あながち、 や 

けく そからで も 無い ので ある。 ぶん を 知ってい るので 



だし、 それに、 叔父さん だって、 いつもお 母さん を 尊 

敬して いらっしゃ るの だから、 大丈夫よ。 お母さん、 

叔父さん をお 牝リ になる こと 無い と 思う わ。 ただ、 あ 

たしが 少し 恥ずかし いの。 どうして だか、 自分で もよ 

くわ かりません わ。 あたし は、 このごろ ずっと、 お 母 

さんに 変に 恥ずかしがって ばかりい るの。 お母さん だ 

け じ やない。 みんなに。 もっと、 平気に なりたい ので 

すけれ ど。 

つまらな いわね、 そんな こと。 ふきとばせ、 シャボ 

ン玉。 きのう は、 お 寺さん と 買い物に まいりました。 

お 寺さん の 買った もの は、 白い 便箋と、 口紅と、 (口紅 



は、 お 寺さん に、 とてもよ く 合う 色でした。) それから 

時計の 皮でした。 あたし は、 お金 入れと、 (とてもと て 

こげちゃ 

も 気に入った お金 いれよ。 焦 茶と 赤の 貝の 模様です。 

だめ かしら。 あたし、 趣味が 低い のね。 でも、 口金の 

所と 貝の 口の 所が、 金色で 細く いろどられて、 捨てた 

もので もない の。 あたし これ を 買う 時に、 お金 入れ を 

顔に 近づけて みました の。 そしたら、 口金に あたしの 

顔が 小さく 丸く 映って いて、 なかなか 可愛く 見え まし 

た。 ですから、 これから あたし は、 このお 金 いれ を 開 

ける 時には、 他の 人が お金 入れ を 開ける 時と は、 ちがつ 

た 心構え をし なければ なら なくなりました。 開ける 時 



に は、 必ず ちらと 映して みょうと 思って います。) それ 

から 口紅 も 買つ たんだ けれど、 こんな 話、 やっぱり、 

つまらない？ どうしたので しょうね。 おじさん にも、 

わるい ところが あるの よ。 あたし、 ときどき、 そう 思 つ 

て 淋しくな ります。 お 酒 は、 しかたが 無い けれども、 

煙草 は、 もす こしつつ しんで 下さい。 ふつう じ や 無い 

わ。 デカダンめ。 

こんど は、 いいお 話 を 聞かせて あげます。 なんだか、 

みんな 自信が 無くなつ ちゃった。 犬の 話 をしょう と 

思つ たんだけ ど、 おじさんと 私と では、 犬に 就いての 

趣味 は 全然、 反対な の だから、 それ を 考える と、 もう 
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